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節 節 m  m  w

.序

説

生
産
凾
数
、
工
学
的
設
計
法
則
及
び
.資
本 

資
本
労
働
代
替
模
型

——

計
測
1

資
本
労
働
原
料
代
替
模
型-
-

--

許
測
2

丨

1
〜

4

結

語

,
鉄
鋼
業
生
産
画
数
の
計
ー
測

六

(

九
五
〇)

山

田

暁

第

一

節

序

説

.

.

.

本
稿
の
目
的
は
、
わ
が
国
鉄
鋼
業
に
お
け
る
企
業
者
行
動
分
析
の
た
め
の
基 

盤
と
し
て
.
、
鉄
鋼
生
産
の
技
術
的i

を
測
定
す
る
に
あ
る
。
今
回
の
計
测
は 

そ
の
中
の
製
銅
工
程
に
限
定
さ
城
^

労
働
雇
用
等
の
長
期
的
生
産
者
行
動
は
す
べ
て
特
定
の
技
術
の 

選
択
と
い
ぅ
意
味
を
持
ち
、
従
っ
て
、
可
能
な
技
術
の
全
集
合
を

一

個
の
安
定 

的
な
生
産
函
数
に
よ
っ
.て
表
現
す
る
こ
と
は
、
企
，

の
た
め
の1

 

な
捧
近
法
で
あ
る
と
言
え
よ
ぅ
。

.

往
来
'

生
産
函
数
に
つ
い
て
多
数
の
計
測
が
為
さ
れ
て
来
た
が
、.
其
処
で
の

最
大
の
問
題
は
、
資
本
の
測
定
法
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
資
本
設
備
は
互
い
に 

異
質
な
機
械
.

道

具

*

施
設
の
集
合
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
測
る
共
通
な
物
的
尺 

度
は
な
い
。.
結
局
、
資
本
設
備
を
そ
の
貨
幣
価
値
量
で
測
定
し
、
適
当
な
デ
フ 

レ
ー
タ
ー
に
よ
り
実
質
額
に
換
算
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
あ
る
お
う
に
思
わ 

れ
る
°

し
か
し
こ
れ
に
は
、
適
切
な
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
如
何
に
し
て
算
定
す
る 

か
と
い
う
問
題
を
さ
て
置
い
て
も
、
磨
滅
し
且
つ
陳
腐
化
し
た
旧
設
備
を
評
価 

す
る
に
際
し
て
曖
昧
さ
が
附
き
纒
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

本
計
測
で
は
、

ス
トッ
ク
-の
評
価
に
固
有
のこ

の
瞹
昧
さ

を

、

粗
投
資
と
い 

う

フ
_

ロ
.丨
*

を

使
用
す
る

W

と

に

よ

つ

て

回
避
し
よ

う

と

す

る

。

こ

の

新
し
い 

試
み
が
、
以
下
の
計
测
の
最
大
の
^

^

^

点
を
成
す
と
言
え
よ
う
。

PA2 Pkl 0

2

'

:

'処

理

要

素
.
. 

.ぼ

./ 

㈨

ノ

耐

益
■

財

- 

炉

■，
'■
体 
V

'

M

C基)

 

:

装

入

機

パ

.
fe(

基)

技
術
的
構
造
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
生
産
者
行
動
の
説
明
の
た
め
の
'基
盤
と 

な
り
、
そ
れ
を
安
定
的
自1

に
計
測
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
設
備
投
資
、
労 

働
雇
用
等
の
生
産
者
行
動
を
自
律
的
に
：把
握
す
る
た
め
'の
不
可
欠
な
段
階
と
考 

.え
ら
れ
る
に
至'
？
ね
0

:

か
く
し
て
、

«

V

B-
•

チ

H

ネ
リ
ー
は
生
産
函
数
.の
安 

定
性
を
.エ
学
的
次
7 6

に
求(

|

た
。
：

こ
の
.
節
で
は
、’
工
学
的
資
料
の
援
用
が
、
わ
れ
わ
れ
経
i

測
者
の
観
測
用. 

具
と
し
て
の
生
産
函
数
に
と
っ
て
：

e

の
程
度
に
有
用
で
、あ
る
か
を
、
製
鋼
工
程 

に
つ
い
て'な

る

ベ

く

具

体

的

に

検

尉

し

よ

ぅ

。

.こ

の

こ

と

は

こ
の

稿
で
計
測
す 

る
生
産
函
数
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ
ぅ
。

製
鋼
エ
程
は
、
斷

料”(

銑
鉄
及
び
屑
鉄)

を
処
理
罾
員
：
ハ
平
炉
等
の
設
備
、 

労
働
、
燃
料
、
副
原
料

)

を
通
じ
て
変
形
加
工
ス
熔
解
罾
_
即
ち
脱
炭
し
て
銅

.
 

塊
を
製
遵
：
'

す
.
る
プ
ロ
セ
ス
で.
あ
る
°

;

'

チ
ェ
：ネ
リ
I
.
の
分
類
を
若
干
修
正
す
る
な
ら
ば
次
の
ム
ぅ
に
な
ろ
ぅ
。

ベ

工

程

要

素

:

•■
量 

質 

1

:

鼠

料

：
 

.

,，
 

パ 

' 

:銑
.
，鉄
、
-:

、

1

ハ
ト
ンr

.

 

V

 

.

.

.

.

.曝

.
鉄
.

W.
.
.

(

ト
ン)

'
' 

.ぬ

.

一

七

(

九
五
一)

以
下
、.
第
二
節
に
お
い
て
、■製
鋼H

程
の
技
術
の
基
底
を
成
す
物
理
学
、
エ 

学
の
諸
i

と
、
経
I

测
者
の
測
定
す
べ
き
生
産
函
数
と
.

の
関
速
を
論
じ
、 

わ
れ
わ
れ
の
把
え
ん
と
す
る
も
の
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

一 :

一

1

節
、
第
四 

節
に
お
い
て
、
ニ
つ
の
趴
ー
的
摸
型
を
！

^

し
計̂

を
行
な
ぅ
。
.前
者
は
従
来 

の
労
働
資
本
代
替
型
で
あ
：ゥ
、ぺ
後
者
：に
は
独
立
な
生
産
要
素
と
し
て
原
料
が
附 

加
さ
れ
る
。
 

.

.

.

I

(

注
1

)

こ
の
稿
で
紹
介
す
る
訐
測
結
果
は
去
る
六
月
十
三
日
、
東
北
大
学
に 

扣
け
る
第
三
间
理
論
経
済
学
会
関
東
部
会
に
お
い
て
報
告
し
た

%•
の
で
あ

る
，
：：

：
こ
の
砑
究
佥
体
は
第
ー
研
穷
室
五
〇
四
号
室
の
諧
如
輩
の
数
多
い
貴
蜇
な 

御
示
唆
に
負
ぅ
て
い
る
。
な
お
、
訃
測
1

.

で
は
学
部
栗
原.
鳴
海
両
氏
、
計 

測
2

で
は
大
学
院
小
林
英
三
氏
に
、
そ
の
労
働
力
を
心
良
く
提
供
し
て
戴
い 

た
。
ま
た
、:

資
料
の
作
成
に
お
い
て
、
鉄
銅
述
盟
資
料
室
並
び
に
調
査
局
、 

通
鹿
省
蜇
エ
業
局
鉄
鋼
業
務
課
並
び
に
企
業
局
産
業
資
金
課
、
労
働
大
臣
官
、 

房
統
計
調
查
部
労
働
経
济
課

の

方
々
一か

ら
、

‘

好
意
あ
る
御
指
導
を
戴
い
た
。 

こ
こ
に
盛
謝P

意
を
表
し
た
い。

:

:

.

第
一
一
節
生
産
函
数
、H

学
的
設
計
法
則
及
び
資
本

p
 

. 

H

,ダ
グ
ラ
ス̂

ょ
る
生
産
函
数
の
計
測
は
、
.

生
産
の
法
則(

分
配
論 

と
し
て
の
限
界
生
産
力
説

)

の
妥
当
性
の
檢
証
を

E

的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で 

あ
っ
た
が
、
ぞ
の
後1

.

マ
.
ル
シ
ャ
ボW

を
経
て
、
生
産
函
数
は
投
入
産
出
の

.鉄

鋼

業

坐

産

西

数

の

計

測



(b
)
,
労

.
働

.

.

. 

T
t 

(

時

間

)

.

：
. 

(o
)

.

エ

ネ

ル

ギ

！

源

.

'

'.
重

油

cl(

z) 

•
電：
力：

 

仍

(

K

W

H

)

コ
I

ク
ス 

.

e3(

ト

ン

)

ガ

ス

64
0

へ

..自

動

制

禦

装

置

 

'

'

fe
.(

式)

'.
.:

PA
.:
'

■
1 

.
:

.

.

ao
消
耗
灼
資
本
財.{M

義
め
原
料
に
含
ま
：れ
る
り■

/
I
X 

* 
1
*

鉄

鉱

箬-

.

、'
め

(

ト

ご

'.
:

t

 

ノ

.

脱
酸
剤
\

-

:

吣

(

ト
ン)

.

一
酸
.：素
' 

め

(

ぎ

'.)

3

生
産
物

銅
：
塊 

,
X (

ト
ン)

，

e 

.

さ

て

、
：
右
の
分
類
は
勿
論
非
常
に
大
雜
で
あ
る
。
：銑
鉄
に
つ
い
て
は
特
に 

熔
鉄
と
冷
銑
の
区
別
は
重
要
で
あ
る
。
-

#

は

平
炉
.
転
炉
，
電
炉
に
大
別
さ 

れ
る

。

脱
酸
剤
に
は
ア
ル
、、、ニ.
ゥ
ム
、
フ
エロ
シ

リ

コ

ン
ぃ
マ
シ
ガ
ン
等
が
あ 

る
。
ガ
ス
は
.更
に
高
炉
ガ
ス
、

コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
、
発
生
炉
ガ
ス

等
に
分
類
さ 

れ
る
。
生
産
物
は
普
通
鋼•
特
殊
鋼
に
二
分
さ
れ
、
用
途
に
よ
り
更
に
様
々
な

1

A
 

(

九

五

ニ

)

質
の
階
級
が
あ
る。

'-

:

さ
て
、-
.

銑
鉄
、I

曆

鉄

を

炭

書

有

量•

一: '
.

V
.

七
％
以
下
•の
鉄
即
ち
鍋
塊
に
変
形 

.

す
る
過
程
に
所
要.

の
.

エ
ネ
ル
ギー

量
^

は
.

、
原
料
、.

製
品
の
質
^

及ひ製 

品
の
量
乂
が
与
ぇ
ら
れ
た
と
き
、
陰
函
数

3

に

ょ

り

与

え

ら

れ

る

で

あ

ろ

ぅ
。

.

.

' 

.
.

供
給
さ
れ
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
丨
量
を
私
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
量
を
取
と
す
れ

ば

襲

的

に
.

E
r
=
E
3
l
«

で
あ
り
、
里
^

は
熱
効
率
と
呼
ば
れ
る
。
難
率
は
処
理
要
素
の
質
及
び
そ 

の
組
合
せ
即
ち
：

p

f e
’

ょ
り
決
ま
る
。
燃
料
とし
て
ガ
ス
、
重
油
、
電
力
の
い
ず 

.

れ
を
使
用
す
る
か
、
：酸
素
を
使
用
オ
る
か
否
か
、
炉
体
の
靈
の
如
何
、
等
'々 

に
^

^
率
は
依
存
^
?〕

。
従
っ
て
7
ゥ
ト
プ
ッ
：ト
し
て
の
ル
は
.
分
の
函
数
で
あ 

.る
。
郎

ち
■■

径

P

H

i
 

で

あ

り

、

こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
函
数
と
呼
ぶ
。
⑵
を
⑴
に
代
入
す
れ
ば

(3
)

 

‘
〔
x
,
i
,
E
£
〕
=
a

と

な

り

、

こ

れ

を

工
学
的
生
産函
数

と

呼
ぶ
。

二

方

、'

投
入
さ
れ.

る
べ
.

き
原
料
及
び
処
理
要
素
の
物
量
は
、
パ
、.p、
e 

.(

こ
れ
ら
を
ニ
括
ー
し
そ
玎
で
表
わ
す

)

と
一
義
的
関
係
が
あ.

る
か
，ら
、

.

|
 

i

n

M
§

s

I

 

2
/
=
2
/
s

て
あ
り
、
こ
れ
を
投
入
函
数
と
称
す
る
。

⑶
及
び
⑷
は
、
生
産
計
画
者
が
服
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
工
学
的
関
係
を
示
し
て
い 

る
。
若
し
生
産
計
画
者
が
、
：
.(

何
ら
か
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
淡
定
さ
れ
た

)

計 

圃
生
産
量
又
を
達
成
す
る
の
に
費
用
極
小
と
な
る
よ
ぅ
行
動
す
る
と
仮
定
す 

れ
ば
、
そ
の
場
合
の
要_

入
量
は
次
の
様
に
じ
て
決
ま
る
。

極
小
化
さ
る
べ
き
費
用1<
:
は
、
処
理
要
素̂

^
を

|
…
…

P6
と
し
、「

複
合 

利
子
率」

(

後
述)

を

“
と
す
る
と
き

(
5
)

w
s
M
y
m
c
5
+
5
>
%
^
s
+
M
;
p
;
t
^
£

+

M

?

>̂S
C

7

0

+

M

P

U

 

=

w

9

,

p

)

で
あ
る
。
但
し
^
は
諸
価
格
を
一
括
し
て
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
ス
を
ラ

グ

ラ 

ン
ジH

乗
数
と
し
て 

CO
N

?

 

F 

I 

•

.

も(
x
,
7
r
〕
=
0

 

,

但
し.

s

 

z
"K(7r,5D)

丄
珍
«|
,
7
0 

に
よ
り
、
最
適1

(
8
)

 

7
r
*
=
7
r

fil
,
>
)

が
決
ま
り
、
7r
*
は
ま
た

A

il
,

M

?

i

=

A

o

r

*

)

-
 

与
=

M

^

^

n

E、

(

7
r*)：

(

9)

.

〈 

A
、
"

M
*e
*

、̂=
!>
、

(

7
:v5 

L
=
S
3
^
=
L
0
Z
*
)

(

.F=
M
?
?
e
e
»

 
吋 or*)

.

鉄
鋼
業
坐
産
面
数.の
針
測
；

.

に
よ
り
、
各
要
！̂

入
金
額
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、

A
は
原
料
费
、 

拟
は
闺
宏
設
備
購
入
額
、
が
は
消
耗
資
材
費
、
.
.
>
4
は
§

費
、
F
は
燃
料
費
そ 

の
他
で
あ
る
0
.

し
か
し
、
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
返
っ
て
見
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
様 

な
問
題
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

,

S

工
学
的
設
計
法
則
は
、
生
産
計
画
者
に
と
り
佘
す
と
こ
ろ
な
く
既
知
で 

あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
そ
の.一

部
分
.の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ 

.う
し
、
ま
た
.そ
の
知
識
の
完
全
さ
の
程
度
は
企
業
毎
に
相
異
な
る
で
あ
ろ
う
。 

斯
く
し
て
'
仮
に
経
^

^

者̂
に
と
り
、
設
計
法
則
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
既
知 

で
あ
っ
て
も
、
企
業
生
産
計
画
担
当
者
乃
至
設
計
者
の
無
知
や
、
設
計
の
慣
行 

等
か
ら
、
最

適(

費
用
極
小)

工
学
変
数
選
択
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
現
実
め
企
業 

行
動
の
説
明
原
理
と
な
り
得
な
い
場
合
が
生
ず
る
。

.
(i
i

)
費
用
極
小
化
0-
プ
ロ
セ
.ス
は
、.将
来
の
要
素
.
^
^
扒
に
対
す
る
予
想
に 

加
え
て

、

に
対
す
る
企
業
者
の
評
価
及
び
予
想
利
子
率
が 

そ
の
主
要
構
成
要
素
と
な
る
罾
ム
ロ
利
子
率

g

ハ
即
ち
ぼ
»
罾
ホ
に
比
較
し
て
固 

定
資
本
に
対
し
企
業
が
附
与
す
る
評
価
ゥ

h

ィ
ト)

を
も
®

^
と
し
て
い
る
。

こ

れ
ら
は
企
^

?
の
心
理
的
主
観
を
含
む
量
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
経
済
観 

彻
者
に
と
り
予
め
知
る.こ
と
.が
.出
来
な
い
。

:
g
,

.複
雑
な
生
産H

程
に
お
い
てH

学
的
生
産
函
数
及
び
投
入
函
数
籍
に 

間

接

蕩

の)

■を
知
'る
こ
と
.は
実
擦
問
題
と
し
て
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

斯

:'
<
し
：て
、
ゎ
れ
ゎ
れ
は
次
の
德
わ
結
論
で
き
る
。
生
避
計
画
者
の
設
計
法 

則
に
関
す
る
無
知
や
設
計
上
の
慣
行
も

ま

た

、

経5®

測
者
が
測
定
す
べ
き
生

'
’ I

九

.

(

九
五
三)

- 

' 

*

.

.

■

.

 

.

..
■ 

■ 

. 

. 

. 

暑
.

.
.

 

i

筒

養

益

^

遺
^

!

^

^

^

?

^

漬■
x

 

>

-

 

J
^
k
r
L
h
F
I 

>

 

で
：

，

1
9
•*
,
J
!
h 
J



産

技
^

^

の

一

部

を

形

成

す

る

。

一
力
、

固

定

資

本

に

対

す

る

企

業

者

の

心 

理

的

評

価

や

要

素
■

の

予
M

も

ま

た

測

定

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ
れ

ら 

は

す

べ

て

、

実

現

さ

れ

た

観

測

値

を

通

じ

て

し

か

測

定

さ

れ

得

が

い

0

工

学

的
 

M

ば

そ

の

様

に

し

て

測

定

さ

れ

た

関

係

を

一

方

の

側

か

ら

裏
附
け
る

と

い

う

役
割
を
果
そ
う。

.

こ

こ

に

至

っ

て

、

以

下

に

^

ベ

る

如
き
接

近

法

を

わ

れ

れ

れ

が

採

ら

ね

ば

な
 

ら

ぬ

こ

と

の

必

然

性

は

お

の

ず

か

ら

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

先

ず

チ

ェ

ネ

リ

ー

の 

分

類

を

次

の

様

に

変

更

す

る

。 

.

資

本

-

-

-
耐

久

的

資

本

設

備
 

,
,

労

勁

…
…

I

労
働 

f

 

U

ネ

ル

ギ

I

源

と

し

て

の

労
働

、
本

来

の

意

味

の

原

料

原

料

…
…

.■消

耗

的

資

本

財

•

エ
.ネ
ル
ギ
ー
源

(

背
働
以
外
の) 

：

■

製

綱

生

産

工

程

に

お

い

て

、

製

品

.

S

 

•
:
資

本

.

原

料

間

に

安

定

的

な

技
_

術

的

関

係

と

し

て

生

産

函

数

.

(
1
0
)

/
o
h

/

p

^

m

)

が
存
在
す
る
こ

と

を

公
準
と
し
て
置
く
。
但
し
、0
^

は
生
産
量
、
ム

は

露

量

、 

R

は
資
本
量
、M

は
.
原
料
量
で
あ
る
。
生
産
面
数(10
)

は
、
企
|

^

模
'の
大
小
に 

拘

わ

ら

ず

、

製
銅
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、
時
代
の
新
旧
に
関
係
な
く
、
製
鋼
生
産 

工
程
を
安
宏
的
に
描
写
し
て
い
る
と
者
え
る

。

し
か
し
な
が
ら、

Q

.
L

. 

R

.

M

の
各
量
が
、
現
実
の
具̂
的
量
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か

(

㈣

え

ニ
0
 

.

(

九
五
四)

ば
、
特
定
の.
構
造
容
量
を
持
つ
平
炉
一
基
が
幾
何
の
量
の
只
に
対
疮
す
る
か

)

は
、:.
夫

々

の

特

殊

事
！！

に̂

じ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
状 

態
に
お
い
て-%
生
産
諸
要
因
を(1
0

)
が
成
立
す
る
よ
う
に
測
る
こ
と
は
論
理
的
に 

可
能
で
あ
る
。M

え
ば
或
る
特
定
化
さ
れ
たP
を
持
つ
製
錙
炉
の
基
数
た
が
、 

そ
の
よ
う
に
測.っ
て
11

の
大
き
さ
を
持
つ
な
ら
ば
、
比

e

to

は
、
具
体
的
量
た
か
ら

「

—

量」

R

へ
の
転
換
の
尺
度
を'示
す
。
こ
の
場
合 

r

は
一
定
値
で
あ
る
保
証
は.な
い
。
斯
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
意
味 

で
の
生
産
函
数
の.
シ
フ
ト
の
問
題
は
価
値
基
準f

の
変
動
の
問
題
に
移
し
変
え 

.ら
れ
る
。
安
定
的
生
産
函
数
の
存
茌
を
公
準
，し
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
妒
の
変
動

.
 

法
則
を
解
明
し
て
行
く
と
い
う
右
の
如
き
接
®

法
は
、
実
在
の
認
識
手
段
と
し 

'
て
効
率
高
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。

本
稿
に
お
い
て
計
測
せ
ん
と
す
る
生
産
函
数
は
ま
さ
に

(1
0

)

に
他
な
ら
な
い
。 

(1
0

)

の
計
測
は
、
観
測
さ
れ
る
具
体
量
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
為
さ 

れ
な
い
か
ら
、
計
測
に
際
し
て
は
.

^

に
つ
い
■

て
特
定
の
仮
説
を
必
要
と
す
る
。

.

そ
の
際
最
も
問
題
に
な
る
の
は
、
資
本
設
備
に
お
け
る
具
体
量
の
選
定
で
あ 

る
。
製
銅
設
備
のP
は
一
基
毎
に
異
な
る
の
が
実
状
で
あ
る
か
ら
、
各
基
に
対 

し
相
異
な
る.
'
^
.
.が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
無
数
の
ナ
の
計
调
は
不
可
能
て
あ 

從
°7〕
従
っ
て
資
本
設
備
に
つ
い
て
は
そ
の
貨
幣
—

量

(

建
設
費
用)

E

を
具 

体
量
と
し
て
採
用
す
る
外
な
い
。
こ
の
場
合
妒
.
は
技
術
変
化
の
み
な
ら
ず
、
各 

種
建
設
資
財
の
：価
格
、
建
設
用
労
働
の
賃
金
の
変
動
に
も
影
響
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、E

の
評
価
は
容
易
に
行
な
わ
れ
得
る
で
あ
.ろ
う 

か
。
そ
も
そ
も
、
旧
設
備
の
貨
龄
評
価
は
原
理
的
に
可
能

_
で
：あ
ろ
う
か
。

先 

ず
、
評
価
遨
準
と
し
て
の
価
格
体
系
を
.

一
時
点
に
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し 

て
建
設
費
並
び
に
そ
の
後
令
な
わ
れ
た
補
瑱
修
理
費
を
そ
の
価

1

系
で
再
計 

算
す
る
こ
と
は
或
る
程
度
ま
で
可
能
で
あ
る
。
し
か
，し
、
当
該
時
点
ま
で
の
減 

価
損
純
額
竹
、
.

こ
れ
を
如
何
に
し
て
評
価
し
得
.
る
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
の
減
価 

償
却
率
は一

つ
.
の
擬
制
に
過
ぎ
な
い
。
旧
設
備
の
貨
幣
評
価
は
こ
の
点
で
原
理 

的
に
不
可
能
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

■

.

と
こ
ろ
で
、
資
本
設
備
の
価
値
贵
R

は
年
々
の
設
備
粗
投
資

(

貨
I
タ
I

ム) 

に
ょ
っ
て
増
減
す
る
こ
と
は^
_

的
に
明
ら
か
で
あ
る
。
設
備
粗
投
資
が
零
で 

あ

れ

ば(

即
ち
維
持
補
愼
投
資
す
ら
行
な
わ
れ
ぬ
な
ら
ば

)

、

価
値
量
只
は
そ 

の
期
間
中
に
設
備
に
生
ず
る
損
耗
磨
滅
を
反
映
し
て
滅
少
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と 

も
明
白
で
あ
る
。
.

斯
く
し
て
時
点t

i
e

か
ら
4

ま
で
の
期
間
に
兔
啦
か
>
か 

粗
投
資
額
をI

と
す
れ
ば 

， 

(12) 

R
,
=
o
9
l
,
r
l
)

•

と

窬

け
、
特

に1
=
0

の

と

き

(
l
r

 

.
’
-d l

、h

,

は
資
本
価
値
量
坎
の

「

減
耗
率」

を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
阀
の
ド
は
！
：
 

の
関
係
が
不
変
で
あ
る
よ
う
に
適
切
に
選
ば
れ
た
粗

^

員
の
変
奥
M

度
で
あ

と

が

で

き

る

。

(

注
1)

P
.
H
.

 

D
o
u
g
l
a
s
,

ご T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 
0

H>w
a
g
e
s
、

1934
.

並

び 

.

.
に
ミ
 A
r
e

 There. L
a
w
s
.
o
f

 P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 V
》A

m
e
r
i
c
a
n

 ^
E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
v
i
e
w
,； M

a
H
e
h
,

 

1949, 

p
p
,
1
〜
4.

(

注
.2) 

J
f Ma

r
s
c
h
a
k
.

 a
n
d

 

"w.fi ，
..Andrews, 

Jr,; 

: Ra
n
d
o
m

 
s
l
m
u
l

c+aneous. E
q
u
a
t
i
o
n
s

 ajad .the. T
h
e
o
r
y

 o
f

 P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 
 ̂

w
c
o
n
o
E
Q
e

c+rica, 

J
u
l
y
-
o
c

cf-ober, 

1944.

(

注 
3)

w
.
w
.

oilenely, 

: 

F
r
o
c

<T
>
W
M
 a

n
d

 Productiozi F
u
n
c
t
i
o
n
s

 

f
r
o
m
w
p
g
l
n
e
e
r
i
n
g

O
p
t-F
^
i
n
 

Ii

fl>OIltie;£ 

a
n
d

 

Others,

れ
 Studies in the stnlc

c+ure of 

the 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

e
c
o
n
o
m
y
'

 

1953-

(

注
4)

チ
：
ラ
不
リ
ー
に
忠
実
に
従
ぅ
な
，ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
製
_
設
備
自 

体
を
こ
れ
か
ら
設
訐
す
る
設
訃
者
の
立
場
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
:0
.
し
か
し
そ
こ
か
ら
問
題
々
始
め
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
来
の
銅
塊
生
鹿 

プ
ロ
セ
ス
と
.共
に
製
鋼
設
備
建
設
プ
P
セ
ス
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

•い
。
後
者
の
プ
ロ
セ
ス
は
製
品
の
種
類(

例
え
ば
塩
基
性
平
炉
、
酸
性
平
炉 

等
々)

が
不
定
で
あ
り
、
そ
の
.各H

程
毎
に
相
異
な
っ
た
エ
莩
的
生
産
函
数 

が
対
応
し
て
存
在
す
る
■

°

そ
.れ
ら
を
す
べ
て
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

凝
_銷
設
備
建
設
プ
ロ
セ
ス
を
，考
慮
せ
ぬ
便
法
と
し
て
は
、
投
入
！！
数
が
、
設

:

備
建
設
業
者
.の
ビ
へ
ィ
ヴ
ィ
ァ
文
は
設
計
慣
行
を
罾
て
、

一
義
的
に
決
ま
っ 

て
い
る
’と
す
る
観
方
が
あ
る(

チ

f
不

リ

ー

の
考
え
方
が
そ
ぅ
で
あ
る)

。

11.1.
(

九
五
五)

る
。
02
)

の
函
数
®

が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
<2
)

を
媒
介
と
し
て
、
粗 

投
資
額
と
い
ぅ
フ
ロ
 

|

量
を
、
瞹
昧
な
ス
ト
ッ
ク
量
の
代
わ
.り
に
使
甩
す
る
こ

•

 

鉄
_
業
坐
_産
西
数
の
計
測
.



-

こ
：れ
は
非
常
匕
実
用
的
：な
.考
え
方
で
あ

る

が

、

製
鋼
企
業
者
：が
同
時

(

に
S

 

建
築
を
も
'兼
'
ね
行
な
：う
場
合
に
は
、
そ
.の
自
律
性
を
失
\
.
へ
わ

.
れ
わ
れ
は
，
 

そ
こ
で
、
轹
に
⑽
罾
さ
れ
た.霞

.
備
の
選
択
と
い
：う.次
76

を
出
発
点
と
す
る 

.
こ
と
に
ょ
?

て
建
設
エ
程.
を
回
避
す
る
：。

こ
の'場
合
で
も
厳
密
に
言
う
な
.ら 

ば
設
置
プ
ロ
：セ
ス■に
選
択
の
余
地
が
あ
る
ハ
即
ち
設
齔
工
程
生
産
函
数
が

#

; 

慮‘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

)
点
で
、
投
入.
凾
数
が
完
全
に
自
律
的
な
，も
の
と
は 

な
り
.
得
な
い
だ
ろ
う.0
.

(

注
5)

例
え
ば
，

(

換
.氏 

一
0

0

度
の)

水
を
蒸
気
に
変
え
る
と
い
う
最
簡
単 

な
生
產
エ
程
で
は
、
>

!

を
蒸
発
量
、
-
を
気
化
の
潜
熟
と
.ず
る
と
ぎ
、
原
¥

.

 

変

形

©

数

は
 

，
■

:

.

r<
l

H

t
 

.

I

で
あ
る
。 

、

(

注
6)

熱
効
率
は
、
今
日
の
平
炉
の
構
造
で
は
50
%

台
以
上
に
達
す
る
こ 

と
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
実
用
の
段
階
で
は
な
い
が
>'
.
英
シ
エ 

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
ろ
リ
ン
グ
教
授
の
連
続
式
反
流
焰
製
鋼
法
に
ょ
れ
ば
70
%

 

に
及
ぶ
熱
効
率
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
熔
銅
を
一
定
方
向
に
流
動 

.し
っ
.
っ

猜

銶

する

や
り
方
で
、

設
許
法
則
の
既
知
分
野
の
.拡
大
を
意
味
す 

る
。
島
村
哲
夫T

鉄
銷
経
済
論」

P

.M'
3
00
参
照
。 

- 

(

注
7

>
筆
者
は
.か
っ
て
、
石
炭
業
採
炭>

 

口
セ
ス
に
お
い
て
、
§

的
に
使 

用
さ
れ
る
各
種
機
械(

ォ
ー
ガ
、

コ
ー
ル
ピ
ッ
ク
等)

，
に

附

随

す

る

各

^

の 

.
計
測
を
行
な
っ
た
。
詳
細
は
拙
稿
修
士
学
せ
㈱
文「

生
産
函
数
と
投
資
行
動」

第
四
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
‘

'

'

(

法
8
_
> 
基
準
時
点
.で
そ
の
品
目
が
存
葙
し
な
か
らI

た

：場

合

等

は

.
再

訐

算

不

.

,

.g:
-

o

;

v

:

':

:.
V
 

倉
. 

.

■

第
三
節
■，
'

:資
本
労
働
代
替
模
型
一*
測
I

I

:
.

.

.

 

.

.

.

.
:

.. 

. 

.. 

:■
■
. 

,

.

.

.

.計

測

は

、

わ

が

国

鉄

鋼

業

製

鋼

工

程

に

つ

い

て

、
'
企

業

を

単

位

と

し

て

の

ク

.
 

ロ
ン
ス
,

セ

ク

シ

ョ

ン

分

析

に
:̂
り
：為

さ

れ

る
0
,
.生

産

函

数

を

安

定

的

r

測

定

す
 

る

た

め

に

は

是

非

ど

も

エ

程

別

に

計

測

す

る

必

要

が

あ

る

。

製

鉄

及

び

压

延

エ
 

程

に

っ

：い

て

は

、

前

者

は

標

本

数

(

企

業

数

)

，‘
.の

不

足

、

後

者

は

製

品

の

湩

類

(

注
1)

の
多
様
性
の
理
由.に
ょ
り
、
今
回
の
計
測
か
ら
除
外
し
た
。

資
本
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
と
、
労
働
及
び
生
産
物
とい
う
フ
.ロ 
I
の
相
異
な
る 

一1
つ
の
次
充
の
変
数
間
に
、
.
操
證
の
問
題
が
介
在
す
る
。
：本
計
測
で
は
操
業 

.度
の
.問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
生
産
能
力
、
設
備
を 

適
正
操
業
ず
^

必
要
な
労
働
量
、
資
本
量
間
の
関
係
と
し
て
、
生
産
函
数
を 

測
矩
す
る
'で
あ
.ろ
..う
P
.

模

型

1

H
1

.

I

1 Q「

製
鋼
工
程
に
お
い
て
独
立
な
生
産
要
素
は
i

と
資
本
の
み
で 

あ
り
、.原
料
所
要
量
は
前
ニ
者
の
量
が
決
ま
れ
ば
補
完
的
一
義
的
に
決
ま
る
。

」 

H

1丨

2

「

製
銅
工
程
の
生
産
函
数
は
次
の
如
き
ダ
グ
ラ
ス
型

に
よ
り
近
似
し
得
る
。

」

但
し
0
は̂
生
産
能
カ
、
L'
は
適
正
稼
働
に
要
す
る
労 

働
量
、
尺
は
資
本
量
。

0
期
間
以
前
に
成
立
す
る
関
係

(
1
1
1
、、)

 

.； Q
O
=
&
L
r
r
0

の
両
辺
を
a

乗
す
れ
ば
次
式
を
得
る。
' 

.
(
1

丨
6)

.

r

:

a. =
J
>
l
J
%
^
p

Ji

(5
)

(6
)
を
作
れ
ば
邮
抓
消
去
さ
れ
て

H

1

I

3「

各
企
業
の
期
首
資
本

f

攝

量

；

：！

は

そ

，
の

期

中

(

期
間
の
，単
位
を 

0

年
と
す
る

)

に
完
成
す
る
設
備
粗
投
資
額

I

に
よ.
り

^

^

^

本

量

兄

へ

と

変

化
し
、
そ
の
変
化
の̂
^

は
次
式
で
近
似
し
得
る
。

I

(
1
1
2
)

 

'

会

」

⑵
式
は
粗
投k

額
と
資
本
量
と
の
間
の
技
術
的
関
係
を
示
す
。
前
節
で
述
べ 

た
0

の
型
を
特
定
化
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
若
し
粗
投
資
が
そ
の
期
中
に 

全
然
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
⑵
式
は

P
I
3

)

と
な
る
。
従
っ
て
比
率

 

.

p

i

)

 

1

^

W
01
_

は
、.
い
わ
ば
資
本.
の「

減
耗
率」

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
ぅ。
.
.
.
.
.
.
'
.

.

さ
て
、
⑴
及
び
⑵
は
近
似
式
で
あ
る
か
ち
、
此
処
に
方
程
式
誤
差
を
陽
表
的 

に
導
入
し.よ
ぅ
。
 

：

(
1
—
1
、)

■ 
.q

h

c
^
j
^

w

-̂
.
.

g
_
x

(
1
—
2
0

 

!

R

"

a

>

v
 
:

此
処
：に
、‘

及
び
み
は
期̂

g

l

を
以
ク
て
分
布
す
る.
確
率
変
数
と
す
る
？ 

10

に
20

を
代
入
し
て

-

H

(1—
5)

を
得
る
。
■鉄

銅
業
生
産
面
数
の
計
測. 

•

(
1

丨7
)

 

Q
.
=
&
r
Q
g
L
A
L
0
i
l

§lg
%
r
v

と
な
る
。
.>
-」

れ
を
対
数
線
型
式
に
書
直
せ
ば
 

•

(
1

丨8
)

 

Q

H

P
丨
R

^

+

R

Q

O

+

j

^

L

丨
a

&

r 

T： 

i
 

!
 

f

+
^
-
7
^
—

+

女
一<

m
o
+
.
f
y

Q
c

:

と
な
る
。
但
し
、
変
数
に
バ
ー

(
I
)

を
附
し
て
そ
の
自
然
対
数
値
を
沄
す
こ 

と
に
す
る
。
 

•

■

こ
©

⑻

式
の
#

双
を
f

自
罾
法
に
ょ

り

_
ま
す
る

。

>

c

の
際
次
の
ニ
つ
の 

仮
説
が
：妥
当
で
あ
れ
ば
推
定
値
は
，不
侷
で
あ
る
。

H

1
I

4

「

確
率
変
数V

⑴
^ |

丨
| (

。+

/
^ |
:

は
期
対
値o

を
持
ち
相
互
に
独 

立
.

に
且
つ
Q o

、
L

、
.

L o

、
r

l
Q C

と
独
立
に
分
布
す
るo

j

H

1

I

5「

⑶
式
右
逊
の
：変
数
中
に
含•ま
れ
る誤
差
は
無
視
し
得
る
程
度
に 

' 

小
^

.

い
0

J

' 

•

-
.
.簡
単
の
た
め
⑶
式
を
次
の
様
に
書
換
え
て
置
こ
ぅ
。

 

.

:

'
y
p
—
9
)
.

 

X
a
=
^
+
a
l
x
l
+
a

2
x

2
+
a
3
x
s
+
a
4
;
x
4
+
v

.

但
し
、
w:
。

"

^

-

^

”

^

,
 

X
2
H
L
,

 

X

S

Hr'
x

i

H

-

^

-

v
 

O
o
=

p

丨 a
)
s
,

.

二
三
：(

九
.

五
七)

.

...
 

圓
圓
..
 

.
 

画

.

.

.
i
 

.
 

■ 

-

 
•
 
.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

.



a
l
=
«
a
z
=
r
a
z
n
—
ukr 

a
i
"
xv
j 

さ

て

理

論

的

に

は
-

'

(
1
—
1
0
)

 

a
l
o
2
=
l
a
3

が
満
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
模
型
が
疋
し
い
場
合
に
も
、 

抽
出
変
動
に
よ
る
蜗
醫
に
よ
っ
て
推
定
値
^

02
*

、
as

*
:(

以
下
推
定
値
を
示
す 

に
*
を
用

い

る

)

間
に
右
の
関
係
が
成
立
する

•こ
と
は
妨
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ 

う
。
そ
の
際
に
は
、1

義

的

な

左

の

)

推

定

値

と

し

.て

い

ず

れ

の

推

定 

値
を
採
用
す
ベ
き
か
不
明
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
難
点
を
排
除
す

る

た

め

、 

回
帰
係
数
間
に
予
め
理
論
的
関
^

!

:

を
制
約
と
し
て
課
し
、
そ
の
制
約
の
下
で 

誤
差
の
平
方
和
を
最
小
に
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
な
お
こ
の
猶
な
操
作
は
、
多 

重
共
線
関
係
に
よ
る
係
数
の
不
決
萣
を
回
避
す
る
と
い
う
便
宜
を
併
せ
持
つ
で 

あ
ろ
う
。

即
ち
わ
れ
わ
れ
は
：

(
1
1
1
1
)

 

Z

=

M

<

2
 
丨

泛

(
a
l
o
s
+
a
s
)

を
極
小
に
す
る
よ
う
な«0
.

:

:«4

を
求
め
る
。
此
処
、に
ス
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ェ
■未 

淀
乗
数
で
あ
ゐ
。
こ
の
必
要
条
件
は

;'
.

.

f

 

S

 

.;

、

,l~

n

o
 

. 

J

=

o
:.
.
i
,
4
,

(
1丨

1
2
)

 

j

 

F

'̂l
a
2
"
—
&
3

 

で
あ
り
、
書
換
え
れ
ば.

.

■'
,

.

f

 

&

s

=

a

l

M

a

^

i

+

a

2

M

8

s

+

a

3

M

H

§
 
十
 

ぎ

2

.
M

i

w

o

.

"

G

l

M

8
2̂
1+
c

s2M

H

2
§

+

s

3

M§

B

3

+

a

4

M

i

^

4

~

M

s

l

. 

ニ

四

、

九

五

八

)

- 

|

 

z

j

i

o

=

a

l

M

!

l

+

a

2

M

!

2

+

a

s

M

i

3

+

a

4

*

2

«

s

+

N

M

餐

0

 

"
912
J

«

&

+

£

1

2

m

«

s

+

.

.

*'
.
.-

.

へ

.
' 

■
:

 

' 

.

ニ 0
1
0
2
=

I

&

w

及
び 

一
_

.

(
1
1
1
4
)

 

x
c
=
a
p
+
a
l
f
H
-
a
2
x
2
+
a
3
K
-

丁 ぞ
,

•

で

あ

る

。

但

し

贫

⑴

x
'
r
-
f
f

^

出
-

^

~

さ
て
、
03
)

は
2

次
の
5

76

連
立
方
程
式
で'
あ
り
、

に
解
く
こ
と
は
容 

易
で

な

い(

四
次
方
程
式
に
な
る

)

の
で
、
グ

ラ

フ

の

使
甩
に

よ

り

酵
の
S

⑽
 

値
を
求
め
る
，

： 

:

以
上
の
方
法
に
よ
っ
て«0
:

:

:
«4

、
従
っ
て
た
、6
>
 

“
、
及
び
；

$

の
推
定 

値
を
.
得
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
沒
と
i

の
i

が
こ
の

段
階
で
は
出
来
ない
。
. 

し
か
し
、
技
、i

の
分
離
不
可
能
は
一
面
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
即
ち
⑴
式
で 

は
単
に
\

篇

に

は

相

異

な

る

ー

ー

種

の

資

本

設

備

が

同

ー

の

「

量」

で
あ
る
こ 

と
を
指
摘
す
る
基
準
の
み
が
特
定
化
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
此
処
で
便
宜
上.'

.

(
1
—
1
5
)

 

. 

i

j

l

l

:

,

 

と

な

る

よ

ぅ

な

目

盛

り

方

を

指

定

す

る

こ

と

に

し

よ

ぅ

。

斯

く

す

れ

ば

、

(
1
—
1
6
)

 

0
=
r!
l:.::..

に

よ

り
0

が

分

離

可

能

と

な

る

。

.

•

(

 

ー

0

0

>

し

鉄
鋼
業
生
産
.函
数
の
訐
測
 

ニ

五c

九
五
九)



waê aBBmamtmmmamrnmKM

年 次 b* 1c* a* (1—9 )式の 
IT相関係数

昭和28年

29

30

f.9142

1.9399

2.0963

0.1797
0.2169

0.0156

0.9835

0.9595

0.9688

0.016

0.603
0.608

0.9944

0.9973
0.9929

t r 測 i の結果第 1表

計
測
1

.

;
:

右
の
模
型
は
、
：
具
能
棒
侧
値
に
よ
？
て
測
定
さ 

れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
が
、
前
節
で
詳
述
し
た
如
ぐ
、 

そ
、の
隙
^
に
就
て
特
定
の
仮
説
を
必
要
と
す̂

.

H

1

I

6

，

「

各
価
値
量
：に
次
の
如
き
観
测
値
を
対 

^

さ

せ
る
と
き
各̂

の
値
は
一.
定
常
教
で
あ
る
。

」

こ
- 

'
の

場

合

に

は1

と
ノ

ー

マ

ラ

イ

ズ
し
て
構
わ
な

Q

I

各
年
末
に
お
け
る
稼
働
、
体
止
及
び
建
設
中 

の
年
間
公
称
能
力(
単
位一

〇
、
〇
〇
;o

ト
シ)

'
，

L

丨
各
年
末
の
労
猶
人
員
：

(

臨
時
エ
含
ま
ず)(

単 

位
ー
〇
0

人
5
. 

,

\
 

'

'

I

丨
粗
投
資
支
私
額(

単
位1
〇
0

万
円)

 

労
働
時
間
が
操®

を
反
映
す
る
の
に
対
し
、
免 

働
人
員
は
生
産
能
力
に
ョリ

近
い
次
^

に
立
つ
も
の 

で
あ
る
。
蕩
量
に
対
す
る
観
測
値
と
し
て
後
者
の
方
が
ョ
リ
好
ま
し
い
か

W
.

 

ぅ
か
は
未
だ
確
言
す
べ
き
段
階
で
は
な
い
が
、
m

g

が
妥
当
で
あ
る
た
め
に 

は
少
な
く
と
も
次
の
条
件

(

企
業
者
の
労
働
屉
用
行
為
に
関
す
る
一
つ
の
仮
説

)

 

が
潞
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

/ 

.

H

1

—

7

「

1

中
、
休
止
中
及
び
建
設
中
の
設
備
を
適
正
に
稼
働
す
る
に 

必
要
な
i

者
が
過
不
足
な
く
雇
用
さ
れ
て
い
る
。.

」

I

と

し

て

は

そ
の
期
間
に
完
成
さ
れ
た
投
資
の
金
額
.
こ
そ
望
ま
し
い
が
、
デ

二
-

K

 

(

九
.
六
0

)

.
丨
タ
.
は
支
払
期
日
の
分
類
で
し
か
得
ら
れ
な
い
。
.
そ
こ
で
、.
止
む
を
得
ず
設
備 

.に
建
設
中
の.
も
の
を
も
含
め
、
.
.次

の

仮

説

が
.
妥
当
す
る
こ
.と
を
期
待
す
る
こ
と 

:

に
.
ょ
ヴp

ー
 

つ
办
解
決
繁
ど
し
た
。

：
：

:

H

l—

8
 T

投
資
の
.
支
私
が
建
設
と
同't

のT

丨
ス
で
行
な
わ
れ
る
。

」 

計
測
は
昭
和
一
一
八
、

ニ

九

、

'

1

1

0の
三
ヵ
年
に
つ
い
て
行
な
ぅ
。
第
1

表
の 

'

計
測
結
果
を
看
る
と
、«*
と
6*

と
は
か
な
り
安
定
的
で
あ
る
が
、
妒
及
び
萨
は 

:

不

安

定

，で

あ

る

こ

と

が

分

る

。

.
重
相
関
係
激
は
三
力
.年
い
ず
れ
も
高
い
の
で
あ 

る
が
、
そ
れ
は
こ.
の
際
重
要
で
は
な
い。

■

.
.
:
-

此
処
で
試
み
に
、
；
仮
に
一
ー
九
年
の
推
定
値
の
組
を
正
し
い
尨
の
と
し
て
、
そ 

■:
'

れ
を
用
い
て
⑴
式
か
ら
逆
に
各
企
業
の
資
本
量
尽
を
推
定
し
て
み
ょ
ぅ
。
第

1
 

:

図
は
、
：
し
と
斯
く
し
て
得
ら
れ
た
丘
と
の
、
生
産
等
量
線
群

(

生
産
の
場)

上 

に
お
け
る
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
大
部
分
の
企
業
が
年
々
資
本
集
約
的
技
術
へ
移 

.
行
し
て
い
る
こ
と(

レ
ィ
の
左.
方
移
動)

が

認

め

ら

れ

ょ

ぅ

。

，'(

注
1-
,
>
筆
者
は
製
銑
工
程
に
つ
い
て
標
本
7

個
で
模
型
2

の
計
測
を
試
み
た 

(

原
料
は
rl
-

丨

ク

ス

使

用
#

が

、
小

標
本
の
た
め
摧
定
係
数
は
安
定
し
な

い

0 

(

注
2

)

適
茈
操
業
度
と
い
ぅ
概
念
に
つ
い
て
一
言
す
る
0

一
般
に
設
備
の
操 

業
度
が
適
芷
若
し
く
は
最
逾
で
あ
る
と
は
、
或
る
相
対
価
格
の
下
で
、
平
均 

費
用
が
極

小

と

な
る
操
業
率
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

■

相

対

価

格

と

独

立

に

エ
.学

的

次

元

の

み

.
で

設

備

の

適

正

操

業

率

が

決

ま

る

こ
 

と
は
稀
に
し
か
な
い(

投
入
物
一

個
の
場
合
は決
ま

る

)

。

.わ

れ

わ

れ

は

そ 

れ
故
適

正

操

業

率

と

言
ぅ
と
き
暗
黙
の
中
に特
定

の

相

対

価

格

を

前

提

に

し

43(2,975)

65(5,740)

83(6,745)

43.5

51.4

50.5 
51,2

37.6 1,833

1,662
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45.7 .1,006

第 2 表全国平均炉銅原単位
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填生座高 
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塊
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歩
C

(5)銑鉄 
配合率 
(% )

(6)良塊トン当り消費熱量 
(l.OOOkcal)

重油炉 石炭炉 ガス炉平 均

⑶酸素使用炉 
の基数とその 
炉容 

；(トン）
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て
い
る
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注
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丑
はH

y
p
o
t
h
e
s
i
s

の
略
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
わ
れ
わ
れ
は
、
仮

説
の
集
合
を
模
型
と
呼
ぶ
。 

，

(

注
4

)

以
下
例
え
ば
P

丨
to)

を
単
に
(2

と
略
記
す
る
。

第
四
節
資
本
労
働
原
料
代
替
模
型

-
計
沉
2
1

1

〜

4

企
業
の
設
備
投
資
は
、
生
産
能
力
の
増
加
、
労
働
力
の
節
約
と
い
ぅ
ニ
つ
の 

晶
の
外
に
、
原
料
使
用
量
の
節
約
をE

指
し
て
行
な
わ
れ
る
。

製
鋼
工
程
に
お
い
て
は
、
良
塊
歩
留
り
率(

即
ち
ト
ン
当
り
所
要
の
銑
鉄
及
. 

び
厨
鉄
の
ト
ン
数)

は
大
略
一
定
で
あ
る
■(

第
2

表
第
4

橺
参
照)

。
即
ち
チ 

X

ネ
リー

の
原
料
変
形
の
意
味
で
の(

本
来
の)

原
料
に
つ
い
て
は
、
原
料
量 

を
M

と
し
て
、
大
略

が
成
立
し
て
い
る
と
見
て
ょ
い
。

一
方
第
2

表
第
6

欄
に
示
す
平
炳
鋼
良
观
ト
ン
当
り
襲
熱
量
2.

国
平
均
}

. 

は
年
々
低
落
を
示
す
。
第
2

因
は
、
企
議
鋼
塊
坐
産
量
燃
料
消
費
量
の
70

.プ 

ロ
ッ
ト
を
時
系
列
的
に
.(

昭
和
ニ
八
年
か
ら
三1

一
年
に)

追
跡
し
た
®
で
あ
る 

が
、
明
ら
か
に
ど
の
矢
印
も
、
M

と
各
プ
ロ
ッ
ト
を
結
ぶ
直
線
ょ
り
も
緩
や 

か
な
匀
配
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
各
企
業
で
そ
の
期
間
に
原
料
節
約
的
投
資 

の
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

従
っ
て
燃
料
使
用
量
を
独
立
な
生
産
要
素
と
：し
：て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

鉄
鋼
業
坐
鹿
面
数
の
計
測 

■

ぬ
。
前
節
計
測1
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労

^

厂
お
け
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パ
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安
定
性
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独
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独
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原
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変
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の
に
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、
ョ
リ
制
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的
に
な
る 

わ
け
で
あ
る
が
、
；
こ
れ
は
、
嘴

1

に
、
P

丨2
)

，
式

を

採

用

す

る

と

計

測

の

た 

め
に
2

次
の
7

76

連
立
方
程
式
を
解
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
至
る
こ
と

S

 

似
に
.
ょ

？
て
し
か
解
が
得
ら
れ
ず
且
つ
そ
の
手
続
き
は
煩
雑
で
あ
る

)

、

第
一
一 

に
、
多
元
回
帰
に
お
い
：て
独
立
変
数
が
.余
り
に
多
く
な
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な 

い
こ
と
、.
の
ニ
つ
の
理
由
に
ょ
る
。
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式
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方
程
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得
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岭
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対
数
線
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に
書
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改
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れ
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i
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+
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~
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)
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6
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外
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に
ょ
り
尽
へ
と
変
化
し
、■そ
の
変
化
の
仕
方
は
次
式
で
近
似
し
得
る
。

: 

C
T
2
)
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W

T

心
0

」

TR

さ
て
⑵
式
に
お
い
て1

=
0

の
と
き
*

^

-

"

e。

で
あ
り
、
従
っ
て
：資
本
の

「

減
1

棘
率」

は
一
定

値
6«

で
ぁ
る
。
摸
型1

に
お
ぃ
て
わ
れ
，わ
れ
は
減
耗
率
を0-
-
队

第 3 表 計 測 2 — 1 の 結 果

期聞 0 標本
数

TM—  1 ■■IT11II |麵_|

o/^Xlogioe Jc* め’*  X log10e 重相関係数

28—30 2 13 0.0597293 0.0202931
(±0.1348689)

0.6485802 
( 土0.1298926)

—0.0315457 
( 土0.02148ケ 5)

0,8724602

29—31 2 13 0.0510199 一 0.1719011 
(+0.0962150)

0.5504572 
(土0.1122190)

-0.0436904
(±0.0225880)

0.8905053

30—32 2 13 0.0546892 0.0963936
(±0.1200788)

0.7875780 
(土 0.1370085)

—0.0135138
(±0.0204725)

0.8953760

28—29 1 13 0.0358077 0.0867910
(±0.0820624)

0.508902B
(±0.1325442)

-0.0077676 
( 土0.0132351)

0.8628092

29—30 1 13 0.0246642 —0.2253931 
( 土0.1804864)

0.4705989
(±0.1383477)

-0.0623120 
( 土0.0454904)

0.8008870

80—31 1 13 0.0362387 0.1262746
(±0.0758472)

0.5304057 
(士 0.1014177)

一0,0179904 
( 土0,0251083)

0.8742010

31—32 1 13 0.0392497 一0.2972715 
(±0.1638838)

0.4398271 
( 土0.2050275)

—0.0369703 
( 土0.0168208)

0.8023090

+

5>
.

T

7

~

+si
l

s

o

+

i

.

y

t 

7

C

o

記
号
を
藉
き
換
ぇ
れ
ば

(2

18) 

X0=
a0+
&1'
M1+
C
t2x
2+
®
3
X
3
4-
V

但
し
、
X
0
H
Q
I
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=
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=

9

0

3

=

怒

で

あ

る
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⑶
式

の
ao…

…

«3

を

(

制
約
条
件
な
し

の

)

最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
計
測 

す
る
。
そ
の
際
次
の

一

一
つ
の
条
件
が
満
さ
れ
る
な
ら
ば
、
回
帰
係
数
の
最
良
不 

偏
推
定
値
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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2

I

4「

確
率
変
数
V

は
、
相
互
に
且
つ
ル>
?

ル
と
独
立
に2

0

3f 

の
分
布
を
な
す
。

」

H

2
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x2
x3

中
に
含
ま
れ
る
.誤
差
は
無
視
し
得
る
程
度
に
小
で
あ 

る
。
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さ
て
、
ト
ン
当
り
燃
料
所
要
量
は
そ
の
企
業
が
、
■
銑
銅
ー
賞
メ
ー
ヵ
ー
で
あ 

る
か
杏
か
に
よ
り
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
即
ち
、
溶
就
使
用
の
場
令
に
は
冷
銑 

よ
り
も
所
要
熱
量
は
少
な
く
て
済
む
。
こ
の
よ
う
な
企

_

は
⑴
式
を
直
接
測
，
 

定
す
る
場
合
に
大
き
な
攪
乱
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

(6

)
式
の
如
く
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率
を
と
る
こ
と
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よ
っ
て
企
業
差
は
相
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さ
れ
る
。
し
か
し
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方
、
'変
数
の
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率
を
と
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摘
ざ
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'
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率
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変
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小
と
な
る
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と
い
う
二
つ
の
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利
益
を
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ぜ
し
め
る
。
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さ
て
、
右
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摸
型
に
つ
い
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、
.

以
下
四
つ
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計
測
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。
⑴
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的

鉄
鋼
業
生
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函
数
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計
測
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れ
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す
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。
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休
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カ
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ゾ
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丨働人員
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:
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注
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消
費
量(kcal)。
M
は
次
式
で
推
計
す
る
。

(2—
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吻
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Q

但
し
饥
は
実
際
の
燃
料
消
費
量
、X
は
実
際
の
生
産
量
で
あ
る
。
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3

4
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前
の
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則
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—

 ~

か

ら
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^
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で
の
間

の)

 

粗
投
資
支
私
額
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(
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間
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巾
d
年)

' (！

〇
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万
円)

。

労
働
に
対
し
i

人
員
を
使
用
す
る
た
め
次
の
仮
説
が
必
要
と
な
る
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1

中
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び
休
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中
の
設
備
を
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正
に
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働
す
る
に
必
要
な
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働
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が
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不
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な
く
雇
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れ
て
い
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ま
た
、
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操
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にお
け

る

燃
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消
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量
推
計
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た
め
に 
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当
り
趴
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i
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独
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で
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る
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操
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を
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と
し
て
、
当
然.'
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/

(

u)

l!
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な
る
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
此
処
で
は
第
一
次
接
近
と
し
て

/
(
u
)
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と 

置
く
わ
け
で
あ
る
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粗
投
資
の
ラ
グ
に
つ
い
て
は
次
が
満
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
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三
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資
の
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私
と
完
成
と
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間
に
3

4

力
年
の
ラ
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が
あ
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模
型
1

に
お
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.
て
は
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-
'
.建
設
中
の
設
備
を
も
含
め
る.こ
ど
に
よ
っ
て
、
投
資 

の
ラ
グ
を
置
か
な.
か
'
っ
た
。

し
か
し
、
投
資デ

ー
タ
は
年
度(

四

月

か

ら

翌

年
.
 

三

月
.末
ま
で)

で
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
加
工
せず

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
方
が 

誤
差
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
た
、だ
ラ
グ
3

1

4

年

は

、

平

均

的

.に
そ 

れ
が
正
し
い
と
し
て
も
、
個
々
の
醫
に
よ
っ
て
大
幅
な
差
異
が
あ
り
、
こ
の 

こ
と
に
原
因
す
る
粗
投
資
中
の
®

は
か
な
り
’
計

測

結

果

に

ひ

び

く

の

で

は

な 

い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

計
測
結
果
を
第3

表
に
示
す
。
結
果
を
見
る
と、V
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の
不
安
定
も
さ 

る
こ
.

と
な
が
ら
、
が
が
す
べ
て
負
値
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
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が
負 

で
あ
る
こ
と.
は
.理
論
的
に
整
合
し
な
い
。

こ

の

よ

う

な

塗
思
味
な
結
果
を
得
たこ
と
に
つ
い
て
、
右
の9

個
の
仮
説
の 

い
ず
れ
か一

つ
ま
た
は
数
個
が
現
実
的
で
な
か
っ
た
か
、
.或
い
は
観
測
変
数
の 

選
択
が
不
適.切
で
あ
'

っ
た
.(

或
い
は
両
者)

に
起
因
す
る

で

あ

ろ

う

。

い
ず
れ 

が
原
因
で
あ
る
か
を
確'か
め
る
た
め
に
は
、
無
数
の
試
み
を
必
要
と
す
る
が
、 

ま
ず
公
称
能
力
が
実
際
の
生
産
能
力
を
表
わ
さ
な
い
と
い
う
事
実
に
着

E

し
よ 

う
。.
公
称
能
力
は
設
備
設
計
の
際
炉
容
等
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。
そ
の 

後
の
炉
体
改
善
に
よ
る
多
量
装
入
の
可
能
化
や
一
チ
ャ
ー
ジ
当
り
製

㈱

^
間
の

(

注
4〕

短
縮
に
よ
る
実
質
生
産
能
力
の
上
昇
は
、
算
定
方
式
が
固
定
し
て
い
る
限
り
、 

公
称
能
力
に
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
新
た
に
実
質
生
産
能
力
を
次
式
に

よ

り
 

推
定
し
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そ
れ
を
使
用
し
よ
う.0

脚

^

剡

球

華

to—
2
.

 

O

雜

湘

.

CO to W CO to 
O <0 M O <0

CO CO CO CO CO 
K> ド XO K* O

盤

S ' ;

m :

肆

to

CO

0

識 v  

淋 ,

ca k> co co to 
o CD H-» O C£>

CO CO CO co o>
to H to H O

盤

tO W M H to CO H* M M cr>

：......

M M H* M H 
M tO M tO CO

i

M M M M 
M N) M to CO

貓

洚

O O . O O O 
O O O O O- 
to M o to to 
W -q CO O Q1
-q o oo m
to M CO CO CO
m to oo -a n
to to x n  cn

今

X

S 4

堂
の

i  o i  o 。
o o o o o 
o h o  o co 
cn to cn ^ o 

* co rsD o o> <o 
M CO O M o 
CJ\ CO M CO Ol
cj\ co a> oi oo

< s .

式

§

0.0266408 
.(±

0
.3

7
5

6
5

6
8

)

1.0104477 
(土

 
0.4S05474)

-0,1762359
(±0:2884247)

一
0.2162304 

(±0.2
99

71
3

0)

0.4325615
(±0.1

49
46

2
5)

i ¥  i ¥  f f  1 I ? i ¥  i
oo oo oo oo oo 
H* O bo tNO CO O t"1 lo to 
co m co m a> -q oocn ai 

^ cn 私 01 
to CO H IND CO CO O 仏

co oo *<j 仏 oo a* o oo ai to 
co co coa M h4 cr> a> 
CO cn <x> to CO O H 00 CO hfx

W

'■ .... ,

%

1+  I ?  f f i  ffi H -
p O O p , O p o p , p p 

CO CO CO oi o ^
<o co m cn to H ^ o v ^ <o
CO K* O a> CO CO to o
co cn co h* o> to -q
仏仏 A -q CD w oo -q ox
仏 o w a> to ^ m co 
O <3 tool O <T> 00 O OVA
w w v_̂ ゾ

. ...- •

米

......... ;

i ¥  i¥ i ¥  i? f f
p 卜 JDp po O M p O 
J-1 to tSD •<! M <1 MM io *<J 
H* ai CO H* H* CO OO
ドco wo co m o>a> o m 
oo oo -q oi <o to oa to a co 
CO O l-J Ol M 00 -q O rfsw 

CO ' Ol Ol H OO XJi ; o rfx
to oo o> h av co cy>； o> oo
マ W W

..... ' . ! .レ：■-

•*ナ

i+ 1 i? i ¥  fi- i i?
o o o o c> o o o o o
OO OO OO O CD QO 
>■* o ' oi to ai q co co -q  ̂
N N co ‘ 0 1 ド to to to
A ̂  O 私 H CO rfx r q
O O M to rfx <0 o O M C7I
CO CO 00 to O CF> a> O CD 
-q M OT O CO OO OHv_y V-/ * v-/

J

\0q

i¥  i f f  f f  1+  f f
p p p O p O 0  0 - 0 0
o o o o oo o o o o 
co o cn ̂  co <o to to xi o> 
M o -q O •<! M a> 00 rq <£> 

tsD cn oi cs> <o oo to 
a> cn m co cn oo to -q -<j cn 
<o to ^ oo cn oi oi a> ド》t̂
00 H1 -<J 00 lOOl CO rfv CO

v̂/ v̂y

茂

r

g  S  g  g  g
00 CO to Oi OV 
oo cn a> cn
CO to O ^ K|
«<i cn oo <o 
ド A co cn <o 
CO to CO CO CD

傭

I

燁

p p p p p 
• }o <̂1 bo CD 00 
-q h» a> oo
Cn M to to
a> to to m
Ol ド CO Ol <o<y> o o oo oo ' to a\ -q co co

n

燁

鉄

鋼

業

生

産

函

数

の

計

測. 

三
.

一

(

九
六
五)



铖

6

嫌

t

f

a

2

 

—

 4

 

O

潘

和

蓉

燁

a
.
*
x
l
6
g
l
o
s

0.0246024

0.0126520

0
0
0
7
2
1
3
6

0.0292399 
0.0051

CO19

0
.
2
1

009
1
8
1

 

(

I+0
.
3
6
5
4
4
3
S
)

P
4
1
2
7
6
9
0

 

(
±
0
.
1
5

002
6
2
5
〕

I
0
.
2
C0
OO
6
7
20 .

(
±
0
.
3
1
9
3
3
1
1
)

0.3731.

002=1 

(±
0.5220097)
0
.
4
1
2
3
S
7
1

C

I+
P

1

7

100
7

7

1

)

.

0.5716

0015 

(±
0.44516260

o,:-’
7
3
6
1
0
6
s

(

±
o
.
1
7
9
1
s
7

)

P
9
7
7
4
4
9
5
. 

(

!+.0:3芯
8325>

0.4031163
(±

0.5g242s)

0.7

OO219S9 

(
±

p
2
1
0
7
_
)

/

9

i

*-x
1

0

f

0
.0
72
3
6S 

(±
0.0562427)

0.0191100 

(

|+
;
0
0
2
2
0
1
8
2

)
0
0
7
4
9
9
4
0

(

l+
:
o
.
o
5
0
1
6
4
9

)

0
0
4
0
S5
1S

(

l-
f
-
,
o
o
5
6
2
6
s

co) 

0
0
2
0
4
0
1
1

(

1+00213336)

0
.00
6
0
7
3
5
4

o
.
9
7
m
9
0

 

P
83
13
S
44 

0.724

8822 

0.9

0066914
璐

7

糊

球

連

2
1
4

 

a

辆

蓄

遂

M

 

0

0
 

0

CO to CO CO to
O  C D 下 t 下

CO CO CO CO CO
to M O

，溜

O  O  O  O  O  
co a> to co 
rfx q  -q o  A  -CJ CO 00 O  <1 -q fcO O  W  tO
co oo co cn

p  p  p  p  p
io b> <o bo 

oo ‘ 仏 to 
C ji OT -<l ^  00 cn O  CD 00 CO
oo cn o  Gf>

這

p  p  p  p  p  
M  O  K> O  O  rfx CO <75 CO O  
to CO CO o
知 ^ M  ^  CO
oo oo to CO Ol

3

■' ' 

p  p  p  p  p
<o 00. 00 OO co
m  oo o  w  co oi o  ベ o> -q
•<l <o cn 仏 ^
to <o a> 仏

.
.

—
0.11133 

； 

十
：0.0細

 

::..-0.56553 

-0.26773 

;-0
,3

0
4

4
5

1 1 I I  ip  p  p  p  p
レ i>6 bo o  o  
co cn to r>̂> co 
oo o  o  o  <oCO 一 H  ト4  o>
OO to CD cn H-i

(

T

s

姗
潦
蹄

§

 

h 

.

1

十
.̂
丨 

'V,
胀

o-
EE
l

^

x
M1

嚀
4 
丨
'V.
胀 0

計
測
2
1
2
ぐ

Q
I
稼
働
及
び
休
止
中
の
年
間

「

実
質」

生
産
能
力(

一
、
，0
〇
〇
ト
ン)

、 

L
'
M
、
I—
計
測
2
1
1
に
同
じ
。'

チ
ャ
ー
ジ
出
®

m
及
び
全
製
鋼
時
間
の
デ
ー
タ
がニ
八
年
に
ろ
い
て
得
ら
れ 

ぬ
た
め
、
止
む
を
得
ず5
組
の
計
測
の
み
を
行
なっ

た
。
結
果
.
の
第
4

表
を
見

る
と
、
三
〇〜

三
ニ
年
の
有
意
でな
い

値
を
除
き
他
の
！

は̂
全
部
予
想
通
り
プ 

ラ

ス

に

な

っ

て

い

る

。

明
ら
か
に
、「

実
質」

生
産
能
力
を
使
用
し
たこ
と

に 

よ
っ
て
結
果
は
良
化
し
た
。
し
か
し
於
、
浐
は
か
な
り
の
変
動
を
示
し
、
未
だ 

満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

計
測
2

1

3

L

と
し
て
期
本
労
働
人
員
を
採
用
し
た
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か 

と
考
え
る
。
そ
こ
で1

と
し
て
直
接
労
働
時
間
を
使
用
し
よ
ぅ
。
適
正
操
業
に 

<

必
要
な
直
接
労
働
時
間L

は

(
2
1
1
2
)

卜
=

斗

>
<
の

に
よ
り
推
計
す
る
。
但
し
だ
は
直
接
労
働
時
間
の
実
癀
で
あ
る
。
.な
お
こ
の
推 

計

の

際(

原
料
の
場
合
と
同
様
に

)

H

2

—

10「

ト
ン
当
り
必
罾
胄_
_

間
は
1

の
操
業
率
か
ら
独
立
で
あ 

る」を
必
要
と
す
る
。(

言

ぅ

ま

で

も

な

く
H

2

—

7

は
不
要
と̂
-
る
。)

Q

、
M

、
I

—

計
測
2

1

2

に
同
じ
。

計
測
結
果(

第
5

表)

は
計
測
2

1

2

に
比
し
あ
化
し
た
と
は
言
え
な

、

0
 

へ
..

計
測
2

—

4

製
銅
工
程
に
お
け
る
直
接
労
働
と
は
、
熔
解
、

.

造
塊
、
起
重
機
、
混
銑
於
そ 

の
他
の
部
門
に
従̂

す
る
労
働
を
指%
€

、
他
に
、
輸
送
、
原
料
、
分
析
検
査
、 

修
理
、
動
力
の
間
接
労
働
が
あ
る
。
投
資
は
間
接
労
働
を
減
少
さ
す
面
.に
も
大

鉄

銅

業

坐

摩

面

数

の

訐

测

き

く

作
用
し
て
い‘
る

に

相
違
な
い
。

そ

こ

で

次
の
段
階
と
し
て
、
直
接
及
び
間 

接
の
合
計
の
労
働
時
間
を
労
働
.
の
観
測
値
と
し
て
採
用
し
よ
う
。
L

の
推
計
は 

前
と
同
様
に
次
式
に
よ
っ
て
行
な
う
。

( 2
丨
13
〕 

の
 

但
し
Z

は
間
接
直
接
労
働
時
間
実
辕
計
で
あ
る
。

斯
く
し
て
得
ら
れ
た
計
測
結
果
第
6

表
は
か
な
り
満
足
す
べ
き
も
の
と
思
わ 

れ
る
。
砂
は
い
ず
れ
も
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
^
、
*す
が
ほ
ぽ
安
定
し 

て
い
る
。
た
だ
、
昭
和
三
一

〜

三
ニ
年
の
値
の
み
が
、
於
が
負
値
を
と
っ
て
い 

る
が
、
こ
れ
は
、
多
重
共
線
関
係
に
よ
る
係
数
の
不
決
定
の
生
じ
た
■た
め
で
あ 

る
こ
と

が
、
’
' 第
7

表

.の

単

純

相

関

係

数

を

比

較

す

る

こ
と

に

よ

り

想
像
出
来
る 

で
あ
ろ
う
。
蓋
し
三
一

〜

三
ニ
の
み
が
、
独

立

.
従
属
変
数
間
の
相
関
ゆ
及
び 

r2(

夫

々
0

.

2

700
0
8
, 0

.
6
4
7
9
0
)

が
、
独
立
変
数
間
の
そ
れ
巧

(
0

000
7
5
9
)

よ
.
 

り
著
し
く
低
い
。
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こ
の
一
認
識
は
、
労
働
省
統
訐
調
査
部
楠
田
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
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な
お
ク
鉄
銷
連
盟
の

「

能
力
調
べ」

；
に
お
：い.て
年
間
公
称
能
力
が
三

H. 

年
度
ょ
り
年
間
基
準
能
力.に
切
り
換
え
ら.れ
て
V
'る
の
は
八
ム
^
能
力
へ
の
同 

じ
不
満
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。

(

注
4〕

製
銷
嗥
間
の
短
縮
を
可
能
に
し
た
も
の
■

と
し
て
、
1

、
酸
素
製
銅
法 

の
採
用
、
2

、
蓄
熱
室
の
改
良
、3

、
装
入
方
法
の
改
善(

機
械
化)

等
が 

举
げ
ら
れ
る
。
劳
働
省
労
働
生
産
性
調
査
報
告

「

製
鉄
鍊
業」

參
照
。

(

注
5

)

前
掲
書
の
分
類
に
よ
る
。

第

五

節
結

1S5
HI

I+
測
2

1

4
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ニ
宓
満
足
す
べ
ぎ
結
果
を
得
た
。
パ 

ラ
メ
タ
の
安
定
性
を
更
に
追
求
す
る
こと
は
、
斯
が
る
小
標
本
に
お
い
て
は
徒 

労
に
終
る
可
能#
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が
あ
る
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推
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ら
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わ
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を
得
た
わ
け
で
あ
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ゎ
れ
ゎ
れ
は
只
の
単
位
を
何
ら
規
定
し
て
な
ぃ
か
ら
未
だ
ゴ

(

従

？
て

“
及

三

四(
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^

^
し
得
な
い
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バ
し.か

^
:'
こ

の

段

階

て

は

わ

れ

わ

れ

は

そ

れ

ら

の 

麓
を
必
要
と
し
な
い
。

(
2
1
1
4
)
、

に
'よ
り
、'労

働

、
.原

料

及

び

投

資

の

賢
 

坐
産
力
は
計
算
可
能
で
あ
る
。

(
2
1
1
4
)

式
は
ぞ
，の

ま

ま

で

い
わ
ば
動
■
的
な 

生
産
函
数
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
ャ

理
論
的
に
は
負
で
あ
る
べ
き̂
が
、
す
べ
て
.の
場
合
に
正
に
計
測
さ
れ
た
の 

は
、
次

の

よ
う
な
理
由
に
よ
るも
の

と

思
わ
れ
る
。
大
規
模
な
修
理
自
工
寒 

ば
投
資
に
計
上
さ
れ
る
が
、
小
規
模
な
そ
れ
は
、
修
理
費
と
し
て
費
用
に
計
上 

さ
れ
る
と
い
う
企
業
の
会
計
上
の
慣
行
が
あ
り
、
従
っ
て
粗
投
資
は
過
少
評
価 

さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
実
際'の
粗
投
資
額
を
。I
、
そ
の
中
の
無
視
さ
れ
た
部
分 

.
を
-̂
と

す

る

と

き

、

小
規
模
な
修
理
発
生
の
額
は
凡
そ
生
産
の
規
模
に
比
例
す 

.
る

と
.考

え

.て

よ

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、T
を

,—
*
定

常

数■と
し

て
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を

反

定

し

よ

う

。

す
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と

と

な

り

、

わ
れ
わ
れ
が
推
定
し
た
も
の
はa
+
xo
i
r
で

あ

る

と

考
え
ら
れ
る
。
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と
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>
s
と
の
絶
対
値
の
大
小
関
係
が
、
推
定
値
^
の
符
号
を 

決
め
る
で
あ
ろ
う
。
«i
の
値
の
推
定
は
正
確
な
粗
投
資
デ
ー
タ
の
入
手
に
よ
っ 

て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
支
払
，時
期
で
は
な

V
、

完
成
時
期
に 

よ
り
区
分
さ
れ
た
粗
投
資
デ1
タ
の
必
要
性
が
痛
感
ざ
れ
る
。
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に
、
観
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げ
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投
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を
許
さ
れ
て
い 

な
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。
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わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
こ
の
地
球
か
ら
戦
争
を
な
く
し
、
恒
久
平
和
を
う
ち
た 

て
る
こ
.と
が
でき
る

か
*と
う
か
.
の
、
長
い
試
練.
の
■
ま
え
に
.
立
-?

て
.
.い
る
。
戦
争. 

が
-

<

類
の
宿
命
と
し
て
う
け
と
ら
れ
、
恒
久
平
和
が
人
類
の
夢
で
.あ
っ
た
こ 

と
、
い
ま
な■
お
、
夢
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
お
か
れ
て
い 

る
時
点
が
、
い
か
に
世
界
史
の
流
れ
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
か
わ
か 

ろ
う
。.
ま
た
、

マ
ル
ク
ス
主
義
；

t

な
立
場
に
立
て
ば
、
平
和
を
維
持
し
、
戦
争 

を
な
く
す
と
い
う
こ1

が
、
社
会
主
義.
の
実
現
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
.れ
な
.
 

か
'
っ
た
、
わ
ず
か
十
数
年
以
前
の
こ
と
を
想
起
す
る
.
な
ら
ば
、■
こ
の
，
こ

と

の

も 
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.

 

の
奥
ふ
か
さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
.
が
あ
ろ
う
。
こ
の
ょ
う
な'
 

可
能
性
を
生
ん
だ
い
く
つ
か
の
要
因
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
主
義
の
比
重
の
增 

大
と
い
う
琳
実
が'そ
の
：基
調
を
な
し
て
お
り
、
i

と
■も
基
調
を
な
し
て
ゆ
く 

と
す
れ
ば
、.
社
会
主
義
の
問
題
の
重
要
さ
は
、
：好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
わ
ら 

ず
、
ま
す
ま.
す
大
き
く
な
っ
て
き
た.と

い

え

ょ

う
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一郎

こ
う
し
：た
歴
史
の
大
き
‘な
流
れ
の
う
え
に
立
っ
て

、

、
社

会

主

義

と

社

会

主

義 

運
動
を
、
あ
た
ら
し
く
再
検
討
す
べ
き
と
き
に
き
て
い
る
。
理
論
の
重
要
な
一 

つ
の
機
能
が
、
人
類
の
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
.
：に
お
い
て
、
そ
の
苦
悩
を
で
き
る
だ 

け
少
な
.く
し
、
的
を
い
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の 

こ
と
は
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0

こ
れ
は
、
社
会
主
義
に
未
来
を
み
よ
う
と
、 

あ
る
い
は
批
判
的
態
度
を
持
と
う
'
と
、
今
日
の
大
き
な
変̂

に
つ
な
が
る
、
歴 

史
的
素
材
を
ふ
ふ
ま
え
て
、
批
判
と
肯
隹
の
論
理
を
緻
密
に
し
、
論
証
を
ふ
か 

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
，こ
と
を
含
ん
で
.

い
る
。
い
ま
日
本
の
社
会
党
が
な 

め
て
い
る
苦
悩
も
、
日
本
の
労
働
運
動
が
当
面
し
て
い
る
問
題
も
、
さ
ら
に
は 

共
産
主
義
運
動
が
ィ
デ
オ
ロ
ギ
！
の
分
膝
で
展
開
し
て
い
る
現
代
修
正
主
義
批 

判

も

、
，
当

事

者

の

.
0

先

き

の
.!
&

治
^

的
、
問
題
意
識
の
海
度
は
お
く
と
し
て
、 

.
長
い
.
目
で7

み
る
な
ら
ば
、
こ
-5
1,
:
-
.た
歴
史
的
変
動
を
甚
調
と.し
た
.、
：
長
い
過
程 

の一
.

つ
と
み
?)
'

こ
と
が
で
き
な
い.で

あ

ろ

：う

が
。

.

.

こ
.の
よ
う
に
考
え
る
と
、
，：：ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
の
歴
史
は
、
'：新
し
い
関
心
を 

.
そ
そ
ら
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
ほ
、

，
' 

.
マ
.
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ス
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検
証
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第 1 0 表 製 銅 部 闵 労 働 人 員 （人)

企 業 昭 27 28 29
■ sH eH m au M M n M a n aaa

30 31 32年末
....

! 8,419 2,956 2,695 2,554 2,624 2,598

2 2,266 2,069 1,824 1,877 1,822 1,840

3 2,265 1,971 1,853 2,053 1,911 1,749

4 940 - 1,862 1,116 1,316 1,310 1,327

5 1,748 2,045 1,718 1,735 1,958 1,976

6 350 514 1,076 1,238 522 520

7 591 847 662 661 503 654

8 825 4B1 482 597 6B4 532

9 504 384 373 331 340 336

10 237 226 212 275 233 281

11 311 283 275 245 245 243

12 415 410 375 272 278 350

13 160 171 144 172 164 170

(注） 出所は鉄銅連盟「製鉄事業参考資料」昭耵〜 3 2年販


